
 

 

 
研究内容の概要 ： 崖崩れの危険性がある場所で反射体を用いた変位測定

を行うとき，予兆による土盤の動きによって反射体の向き
が変わり，計測光を反射できなくなることが考えられる。
そこで全方向からの入射光を反射する全方位反射体を
開発した。 
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 どんなに傾いても光を反射することが可能 

 コーナーキューブアレイを用いて高反射光強度を実現 

 

特
長
／
効
果 

  崖崩れの危険性がある場所の変位計測 

 人が近づきにくいビルや塔の揺れや傾斜計測 
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